
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成２１年 ６月１５日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間：2007～2008 

課題番号：19520405 

研究課題名（和文） 戦後日本人のコミュニケーション行動の変容に関する実証的研究 

  

研究課題名（英文） Proof-based Research on the Change of Japanese Communication Behavior 

after World War Ⅱ 

研究代表者  

陣内 正敬（JINNOUCHI MASATAKA） 

関西学院大学・総合政策学部・教授 

研究者番号：70154424 

 
 
 
研究成果の概要：戦後における日本人のコミュニケーション行動の変化を探るため、スポーツ

場面での言語行動に焦点を絞り、そこでの変化の様子やその要因を考察した。具体的には、毎

年甲子園で行われる高校野球の選手宣誓行動を映像資料によって跡付け、その宣誓文や宣誓行

動におけるパラ言語(声の調子など)の側面などについて、考察した。その結果、1980 年代を境

に、型通りのものから多様なものへと変化していることが判明した。これは、日本社会の変容

（モダンからポストモダンへ、あるいは戦後社会からポスト戦後社会へ）と連動した現象であ

る、と結論づけた。 
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１． 研究開始当初の背景 

 

日本人のコミュニケーションの変容と言

う大きなテーマに対して、実証的データから

そのことを検討するために、スポーツの世界

にみられる言動、その中でも、とくに高校野

球の選手宣誓を中心に資料を収集し、議論の

基盤を得ようと考えた。毎年甲子園球場で行

われる選手宣誓はおよそ 80年の歴史を持ち、

その歴史性、継続性、あるいは宣誓者の属性、

宣誓場面などを考え合わせると、きわめて均

質の貴重な資料と言わざるを得ない。また、

音声や映像として保存されているものも多



いことを考えると、コミュニケーション行動

の研究にとって、魅力的なデータなのである。

そして、宣誓文や宣誓行動に現れる時代によ

る変化は、その時々の日本人の心理やその背

景をなす日本社会のあり方を映すものと思

われる。日本人のコミュニケーションの変容

を語るには、どのようなデータによるものな

のかが最も重要なことであるが、高校野球の

選手宣誓は、その意味できわめて貴重な資料

と判断できる。 
 
２．研究の目的 
 

戦後日本社会の変容とともに日本人のも

のの考え方も変わってきた。その中でもとり

わけ特徴的なことは、規範意識（わきまえ意

識、型意識）の衰退と、逆に多様性や個性を

重んじる価値観の拡大であろう。この要因と

しては、戦後において個人の尊重や民主平等

思想、そしてこれが当時の子供たちにも教育

されてきたこと（思想・教育的要因）がまず

挙げられる。これによって従来の儒教倫理観

は衰退し、目上目下や男女間にあった礼儀や

区分け意識、また場面を意識した遠慮などか

ら生じる言語行動は希薄になってきた。 

これに加え、1970 年代以降の大衆消費社

会の出現という社会的要因も日本人の言語

観変容に大きく作用した。物質的豊かさが実

現した社会に生きる人間の目標は、個人の自

己実現である。そこには個性や多様性が求め

られる。これが、脱画一的な言語観やコミュ

ニケーション意識を育てる土壌となったこ

とは間違いない。また消費・余暇社会は自由

で楽しい自己表現をよしとする。 

このように、フラット化と自己表現を志向

する流れの中で、ことばやコミュニケーショ

ン面においても同様のことが観察されてい

る。タメ口（目上に対する場面や改まった場

面でも仲間内言葉を使うこと）化はその象徴

である。これは、これまで敬語などで表現さ

れてきた人間関係が従来とは違うものとし

て捉えられていることを意味する。親と子、

兄弟姉妹、教師と生徒、先輩と後輩などにお

いて相互に使われる言葉も以前と比較する

とずいぶんと多様化し、必ずしも敬語は使わ

れない。これは関係がフラット化してきたこ

との表れであり、そこでは、自分をどう主張

し、どう表現するかという自己裁量が重要性

を増している。 

 またノンバーバルな面に視点を移してみ

ると、例えば高校野球でホームランを打った

打者がいわゆるガッツポーズをしてダイヤ

モンドを 1周するということはある時期から

始まったが、これは本人の感情を素直に表し

ているという点で、それまでのワキマエ意識

を破るものであった。また、最近では国技で

ある相撲の世界でも、外国人力士ゆえであろ

うか、勝者が小さくガッツポーズをする場面

も見られる。つい最近では、優勝を決めた瞬

間に両手挙手のガッツポーズをしたことが

物議を醸した。 

以上のような日本人の言語行動、コミュニ

ケーション行動における変容はいつ頃、なぜ

起きたのか。そしてそれは今後どうなるのか

を探ることが本研究の目的である。ごく最近

では、多様化に対する一種の揺れ戻し現象と

思われることも生じている。これらも加味し

ながら、21 世紀に生きる日本人の言語行動や

コミュニケーション意識を予測する。 
 
 
 
３．研究の方法 

以上のことを明らかにするために、以下の

ような 3 種類の調査を行う。 

 

（１）観察データ収集 

 テキストデータとして、全国高校野球の選



手宣誓文を過去に遡って調査し、定型的な文

章がいつごろどのように個性的なものに変

わって行ったか検討する。あるいは、スポー

ツ大会（オリンピックなど）に出場する選手

のインタビューを調べ、その受け答えにどの

ような変化があるのかを跡付ける。また、ノ

ンバーバルなデータとして、競技中あるいは

それ以外の行動や表情を時代的に比較して

みる。仮説として、おそらく 70 年代から 80

年代を境に、建前やわきまえから徐々に本音

や自由な自己表現が増してくるものと期待

される。 

 

（２）アンケート・データ収集 

 （１）で得られた観察データや、それ以外

の言語行動事象に関して、その変化を日本人

がどのように受け止めているかをアンケー

トによって調査する。これには、敬語の規範

意識、呼びかけ語のファーストネーム化に関

することなど、わきまえや礼儀に関わる言語

観、コミュニケーション観のどこがどのよう

に変化してきているかを明らかにする。 

調査対象は、文化の発信地であり、全国に影

響力を持つ首都圏と関西圏の若年世代、年配

世代とする。なお、調査票の作成には、「国

語に関する世論調査」（文化庁）や「現代日

本人の意識構造」（NHK 放送文化研究所）な

どを参考にする。 

 

（３）言説データ収集 

 日本人の言語観やコミュニケーション意

識の変容について、これまでどのようなもの

が論じられてきたかを検索し、それを整理す

る。そして、そこにどのような特徴があるの

かを抽出するという、一種のメタ研究といえ

るものである。この言説研究は、上記（１）

と（２）の研究をより相対化し、客観化する

意味を持ち、また当時の世論を知る手掛かり

でもある。 
 
４．研究成果 
 

以上の研究の結果、「1980 年代仮説…甲子

園の高校野球大会における選手宣誓に「語り

調」が出現するのは 1980 年代からであり、

これは「自己表現」志向が発言したものであ

る」を立てるに至った。 

1980 年代とはどういう時代であったか。

それは明治期から始まった近代化路線が終

わった時期であり、それ以降の日本社会はポ

スト近代と呼ばれ、個性、多様性、自己実現、

自己表現などが価値を持つようになった社

会である。「型」や「わきまえ」から「個性」

や「逸脱」が許され、評価されるようになっ

た。これらが若者のスポーツ言語行動の変化

に影響を与えている。 

甲子園でのこのような変化は、地方の高校

野球大会にも影響を与え、やはり 1980 年代

から多様な宣誓行動が出ている。たとえば

1980年夏の地方大会と 1985年のそれとを全

国の地方紙における報道記事から整理する

と、前者では型どおりの記事であるのに対し、

後者では多様な宣誓文に対して、それぞれに

コメントを付した、多様な記事が多くなる。

また、選手宣誓を行ったかつての選手に対す

るインタビューによっても、1980 年代は選

手たちの心情が変わっていた。 

以上、まとめていえば、戦後社会からポス

ト戦後社会への変化と連動した宣誓行動の

変化は、「型から自己表現へ」「競争から共生

へ」「勝負からドラマへ」「抑制から解放へ」 

などと、特徴づけることができる。 

本研究の特徴は、これまであまりまともに

扱われてこなかった日本人の言語観やコミ

ュニケーション意識の変容に焦点を当てた

ことである。日本文化論の変容については

様々な研究がなされてきたが（「日本文化論



の変容」（青木保）、「日本文化と個人主義」（山

崎正和）を初め多数）、言語学、コミュニケ

ーション論からのアプローチは少ない。この

点において、日本文化の重要な要素として、

また日本人の意識変容の在り方を探る重要

な側面として、言語意識やコミュニケーショ

ン観の変容を明らかにし、その要因を探るこ

とができたと考えられる。 
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